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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介してオンラインストアから電子デバイスにデジタル資産を配信する電
子システムであって、
　デジタル資産が、ユーザアカウントに関連付けられた取得デバイスによりオンラインス
トアから取得されたことを検出する手段と、
　前記取得デバイスの特性に基づき前記取得デバイスに配信する前記デジタル資産の第１
フォーマットを選択する手段と、
　ユーザによって、前記ユーザアカウントに関連付けられた第２デバイスが、前記取得さ
れたデジタル資産の自動ダウンロードの受信を可能とされているかを判定する手段と、
　前記第２デバイスの特性に基づき前記第２デバイスに配信する前記デジタル資産の第２
フォーマットを選択する手段と、
　前記第２デバイスで前記ユーザが自動ダウンロードを可能にしていると、前記取得デバ
イスに前記第１フォーマットのデジタル資産を、及び、前記第２デバイスに前記第２フォ
ーマットのデジタル資産を、それぞれ自動的に配信する手段と、
を備えていることを特徴とする電子システム。
【請求項２】
　前記自動的に配信する手段は、前記デジタル資産が前記取得デバイスを使用して取得さ
れた後、ユーザ要求を要求することなく、前記第２デバイスに前記デジタル資産を配信す
る手段を含むことを特徴とする請求項１に記載の電子システム。
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【請求項３】
　前記オンラインストアから前記デジタル資産を購入する購入手段を更に備えていること
を特徴とする請求項１に記載の電子システム。
【請求項４】
　前記オンラインストアと前記第２デバイスとの接続が確立している場合に、前記第２デ
バイスへ前記デジタル資産を配信する手段を更に備えていることを特徴とする請求項１に
記載の電子システム。
【請求項５】
　前記自動的に配信する手段は、
　前記第２デバイスへの配信のための配信キューに前記デジタル資産を追加する手段と、
　前記第２デバイスに、前記デジタル資産がオンラインリポジトリからダウンロード可能
であることを示すプッシュ通知を送信する手段と、
を備えていることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の電子システム。
【請求項６】
　前記配信キューに前記デジタル資産を追加する手段は、前記ユーザにより明示的に要求
された前記デジタル資産が、前記取得デバイスを使用して取得されるより前に、前記第２
デバイスに配信される様に、前記第２デバイスに関連付けられた前記配信キューに優先順
位を与える手段を備えていることを特徴とする請求項５に記載の電子システム。
【請求項７】
　前記第２デバイスに、自動ダウンロードトークンを送信する手段と、
　前記第２デバイスから、前記自動ダウンロードトークンを受信する手段と、
　前記第２デバイスから、前記自動ダウンロードトークンを受信した後に、前記第２デバ
イスに前記デジタル資産をダウンロードする手段と、
をさらに備えていることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の電子システ
ム。
【請求項８】
　前記第２デバイスに自動的にダウンロードされるデジタル資産を示す自動ダウンロード
データを保存する手段と、
　前記第２デバイスへの自動ダウンロードをキャンセルする手段と、
　前記第２デバイスにダウンロードされたデジタル資産の削除又は除去を促す手段と、
の内の１つ以上をさらに備えていることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記
載の電子システム。
【請求項９】
　コンピュータ可読記憶媒体であって、
　１つ以上のプロセッサにより実行されると、
　デジタル資産が、ユーザアカウントに関連付けられた取得デバイスによりオンラインス
トアから取得されたことを検出し、
　前記取得デバイスの特性に基づき前記取得デバイスに配信する前記デジタル資産の第１
フォーマットを選択し、
　ユーザによって、前記ユーザアカウントに関連付けられた第２デバイスが、前記取得さ
れたデジタル資産の自動ダウンロードの受信を可能とされているかを判定し、
　前記第２デバイスの特性に基づき前記第２デバイスに配信する前記デジタル資産の第２
フォーマットを選択し、
　前記第２デバイスで前記ユーザが自動ダウンロードを可能にしていると、前記取得デバ
イスに前記第１フォーマットのデジタル資産を、及び、前記第２デバイスに前記第２フォ
ーマットのデジタル資産を、それぞれ自動的に配信する、命令を含むことを特徴とするコ
ンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
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　近年、オンラインストア及びオンラインショッピングは益々普及してきている。オンラ
インストアから種々の製品及びサービスを購入するために、デスクトップコンピュータ及
びラップトップコンピュータが使用されている。オンラインストアにより、消費者は、イ
ンターネットへの接続を介してオンラインストアから種々の異なる項目を閲覧、検索及び
購入できるだろう。購入された項目は、郵送されるか、あるいは店頭又は別の場所で受け
取れるようになる。
【０００２】
　近年、デジタル資産（例えば、楽曲、映画、コンピュータアプリケーションプログラム
）は、オンラインストアから購入可能になってきている。また、デジタル資産は、デジタ
ル資産を購入するのに使用したデバイスに直接配信可能になってきている。従って、今日
、デジタル資産は、住宅から電子デバイス（例えば、デスクトップコンピュータ）を介し
てオンラインストアから購入され、デジタル資産を取得するために使用した電子デバイス
に即座に配信される。換言すると、デジタル資産は、電子デバイスを介してオンラインス
トアから購入された後、続いて電子デバイスで使用するために電子デバイスにより「ダウ
ンロード」可能である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、より最近では、オンラインストアにアクセスする機能を有する電子デバイスの
数及び種別が激増している。今日、ユーザは、デスクトップコンピュータ、ラップトップ
コンピュータ、パッドコンピュータ又はタブレットコンピュータ（例えば、ｉＰａｄ（登
録商標））、スマートフォン、メディアプレーヤ、ゲーム機及びテレビ等を含むオンライ
ンストアにアクセスする機能を有するいくつかの電子デバイスを所有且つ／あるいは操作
するだろう。また、メディア、ブック、アプリケーションプログラム等を含む益々増加す
る数及び種別のデジタル資産が、種々の電子デバイスに対してオンラインストアにおいて
使用可能になってきている。その結果、特にいくつかの別個の電子デバイスに種々のデジ
タル資産のコレクションを維持するユーザにとって、デジタル資産を電子デバイスに配信
する管理が困難になりうる。従って、デジタル資産の取得及び配信を改善する必要がある
。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　デジタル資産を配信及び取得する改善された技術及びシステムが開示される。技術及び
システムは、オンラインストアから電子デバイスへの電子配信及び取得に使用可能なデジ
タル資産（例えば、メディア資産）を配信するのに特に適しており且つ有用である。
【０００５】
　一態様によると、デジタル資産は、ユーザと関連付けられた電子デバイスを介してオン
ラインストアから取得される場合、ユーザと更に関連付けられた他の多数の電子デバイス
への配信を手配される。デジタル資産は、別の態様に係る明示的なユーザ入力又は命令を
必要とせずに配信及び取得可能であることが理解されるだろう。例として、電子デバイス
は、オンラインストアサーバを介して直接又は間接的に通知（例えば、プッシュ通知）を
受信すると、デジタル資産を自動的にダウンロードするように設定される。オンラインス
トアサーバは、別の電子デバイスがオンラインストアからデジタル資産を取得すると通知
を電子デバイスに送出するように設定される。技術の他の態様は、より効率的にデジタル
資産の取得を容易にするために提供される設定及びユーザインタフェースのカスタマイズ
を含む。
【０００６】
　技術及び機構は、方法、システム、デバイス又は装置（コンピュータ可読媒体又はグラ
フィカルユーザインタフェースを含む）等を含む多くの方法で実現可能である。いくつか
の実施形態を以下に説明する。
【０００７】
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　一実施形態は、ネットワークを介してオンラインストアからユーザと関連付けられた１
つ以上の電子デバイスにデジタル資産を配信することを容易にする方法である。例えば方
法は、１つ以上の電子デバイスにデジタル資産を配信することを容易にするためにオンラ
インストアサーバにより使用可能である。その際、方法は、ユーザと関連付けられた取得
デバイスにより又はそれを介してオンラインストアから取得されたデジタル資産がユーザ
と更に関連付けられる取得デバイス以外の１つ以上の電子デバイスに配信されるかを判定
できる。オンラインストアから取得されたデジタル資産は、ユーザと関連付けられた１つ
以上の電子デバイスに配信されると判定される場合に１つ以上の電子デバイスへの配信を
手配される。
【０００８】
　別の実施形態は、ネットワークを介してオンラインストアからデジタル資産を取得する
ために電子デバイスにより使用可能な方法である。例えば方法は、ユーザと関連付けられ
た電子デバイスにより取得するために使用可能なデジタル資産の指示を得るように動作で
きる。指示は、デジタル資産が電子デバイス以外の取得デバイスによりオンラインストア
から取得された結果でありうる。ここで、取得デバイスはユーザと更に関連付けられる。
方法は、電子デバイスのユーザがオンラインストアに対して認証されるかを更に判定でき
る。その後、方法は、電子デバイスのユーザがオンラインストアに対して認証される場合
にデジタル資産を電子デバイスに配信するかを判定できる。方法は、デジタル資産を電子
デバイスに配信すべきであると判定すると電子デバイスへのデジタル資産の電子配信を手
配できる。電子配信を手配することは、ネットワークを介して電子デバイスにデジタル資
産をダウンロードすることを含んでよい。
【０００９】
　更に別の実施形態は、ネットワークを介してオンラインストアからユーザと関連付けら
れた１つ以上の電子デバイスにデジタル資産を自動的に配信する方法である。例えば方法
は、オンラインストアサーバにより使用可能である。そうすることにより、最初に、ユー
ザと関連付けられた取得デバイスにより又はそれを介して、オンラインストアからデジタ
ル資産が購入されているかあるいは購入されるかを判定できる。次に、ユーザと関連付け
られた自動ダウンロードデータに少なくとも部分的に基づいて、方法は、デジタル資産が
ネットワークを介してユーザと関連付けられた１つ以上の他の電子デバイスに配信される
かを判定できる。デジタル資産が１つ以上の電子デバイスに配信されると判定される場合
、方法は、ユーザと関連付けられた１つ以上の電子デバイスからのデジタル資産を１つ以
上の電子デバイスに配信する明示的なユーザ要求を全く必要とせずに、１つ以上の電子デ
バイスへのデジタル資産の配信を更に手配できる。
【００１０】
　更に別の実施形態は、ディスプレイと、自動ダウンロード設定ウィンドウをディスプレ
イに表示するように動作可能な１つ以上のプロセッサ又は処理コアとを含む電子デバイス
である。尚、自動ダウンロード設定ウィンドウは、デジタル資産が別の電子デバイスを介
してオンラインリポジトリから取得される場合に１つ以上のデジタル資産を電子デバイス
に自動的にダウンロードするユーザが選択可能な自動ダウンロードオプションを含むこと
ができる。
【００１１】
　更に別の実施形態は、ネットワークを介してオンラインストアからユーザと関連付けら
れた１つ以上の電子デバイスにデジタル資産を配信することを容易にするために格納され
た少なくとも有形のコンピュータプログラムコードを含む非一時的なコンピュータ可読媒
体である。例えばコンピュータ可読媒体は、（i）ユーザと関連付けられた取得デバイス
により又はそれを介してオンラインストアから取得されたあるいは取得されるデジタル資
産がユーザと更に関連付けられる取得デバイス以外の１つ以上の電子デバイスに配信され
るかを判定するコンピュータプログラムコードと、（ii）デジタル資産がユーザと関連付
けられた１つ以上の電子デバイスに配信されると判定するコンピュータプログラムコード
が判定する場合に１つ以上の電子デバイスへのデジタル資産の配信を手配するコンピュー
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タプログラムコードとを少なくとも含むことができる。
【００１２】
　更に別の実施形態は、ネットワークを介してオンラインデジタル資産ストアから電子デ
バイスに少なくとも１つのデジタル資産を配信するために実際に格納された実行可能なコ
ンピュータプログラムコードを少なくとも含む非一時的なコンピュータ可読媒体である。
例えばコンピュータ可読媒体は、ユーザアカウントと密接な関係にある取得デバイスを使
用してオンラインデジタル資産ストアからデジタル資産に対する使用権を取得するコンピ
ュータプログラムコードと、ユーザアカウントと関連付けられる１つ以上の他の電子デバ
イスを判定するコンピュータプログラムコードと、１つ以上の他の電子デバイス毎に自動
ダウンロード設定データを得るコンピュータプログラムコードと、それぞれの１つ以上の
他の電子デバイスに対応する自動ダウンロード設定データに基づいて電子資産が１つ以上
の他の電子デバイスのうちの少なくとも１つに配信されるかを判定するコンピュータプロ
グラムコードと、デジタル資産が１つ以上の他の電子デバイスのうちの少なくとも１つに
配信されると判定される場合に１つ以上の他の電子デバイスのうちの少なくとも１つへの
デジタル資産の自動配信を手配するコンピュータプログラムコードとを含むことができる
。
【００１３】
　本発明の他の態様及び利点は、例として本発明の原理を示す添付の図面と共に解釈され
た以下の詳細な説明から明らかとなるだろう。
【００１４】
　本発明は、添付の図面と共に以下の詳細な説明により容易に理解されるだろう。図中、
同一の図中符号は同一の構造要素を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】一実施形態に係るデジタル資産の取得及び配信システムを示すブロック図。
【図２】一実施形態に係るオンラインストアから取得するために使用可能なデジタル資産
の配信を容易にする方法を示す図。
【図３】一実施形態に係るオンラインストアから取得するために使用可能なデジタル資産
を取得する方法を示す図。
【図４】一実施形態に係る自動ダウンロード配信構成要素を示す図。
【図５】一実施形態に係る自動ダウンロード配信構成要素を示す図。
【図６】別の例示的な実施形態に係るデジタル資産の自動ダウンロードを容易にする方法
を示す図。
【図７】更に別の例示的な実施形態に係るデジタル資産の自動ダウンロードを容易にする
方法を示す図。
【図８】一実施形態に係る自動ダウンロード設定ジェネレータを示す図。
【図９】種々の電子デバイスに表示するのに適したウィンドウの形式の例示的な自動設定
ユーザインタフェース（ＵＩ）を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　デジタル資産を配信及び取得する改善された技術及びシステムが開示される。技術及び
システムは、オンラインストアから電子デバイスへの電子配信及び取得のために使用可能
なデジタル資産（例えば、メディア資産）を配信するのに特に適しており且つ有用である
。
【００１７】
　一態様によると、デジタル資産は、ユーザと関連付けられた電子デバイスを介してオン
ラインストアから取得される場合、ユーザと更に関連付けられた他の多数の電子デバイス
への配信を手配される。デジタル資産は、別の態様に係る明示的なユーザ入力又は命令を
必要とせずに配信及び取得可能であることが理解されるだろう。例として、電子デバイス
は、オンラインストアサーバを介して直接又は間接的に通知（例えば、プッシュ通知）を
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受信すると、デジタル資産を自動的にダウンロードするように設定される。オンラインス
トアサーバは、別の電子デバイスがオンラインストアからデジタル資産を取得すると通知
を電子デバイスに送出するように設定される。技術の他の態様は、より効率的にデジタル
資産の取得を容易にするために提供される設定及びユーザインタフェースのカスタマイズ
を含む。
【００１８】
　図１～図９を参照して、実施形態を以下に更に詳細に説明する。しかし、本発明がこれ
らの限定された実施形態にまで及ぶため、これらの図面に関連して本明細書において与え
られた詳細な説明が例示的な目的のためであることは、当業者により容易に理解されるだ
ろう。
【００１９】
　図１は、一実施形態に係るデジタル資産の取得及び配信システム１００を示すブロック
図である。図１を参照すると、デジタル資産の取得及び配信システム１００は、オンライ
ン取得のためにデジタル資産を種々の電子デバイス１０６、１０８及び１１０に提供する
オンラインストアサーバ１０２（例えば、デジタル資産ストアサーバ１０２）を含む。例
えばデジタル資産は、種々のメディア関連項目（例えば、ミュージックアルバム、曲、映
画、オーディオ、ビデオ、テキストコンテンツ、ブック）及び電子デバイスに提供される
種々のアプリケーションプログラム（「アプリケーション」）（例えば、コンピューティ
ングデバイスに対する生産性製品、ゲーム、コンピュータアプリケーション）を含むこと
ができる。尚、オンラインストアサーバ１０２は、オンラインストア（例えば、デジタル
資産を与えることができるデジタル資産ストア）を効果的に管理できる。一般にオンライ
ンストアサーバ１０２は、デジタル資産の検索、閲覧及び購入を容易にできる。再度図１
を参照すると、オンラインストアサーバ１０２は、有線及び／又は無線でネットワーク１
０４に効果的に結合される。例えばネットワーク１０４は、データネットワーク、ローカ
ルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク、グローバルネットワーク、公衆ネッ
トワーク、専用ネットワーク又はインターネットであってよい。尚、ネットワーク１０４
は、別個に所有及び操作される多数の異なるネットワークを示すことができる。
【００２０】
　いずれにせよ、オンラインストアサーバ１０２は、ネットワーク１０４を介してポータ
ブル電子デバイス１０６、ポータブルコンピュータ１０８及びデスクトップコンピュータ
１１０を含む他のデバイスにデジタル資産を配信する配信システムとして効果的に動作で
きるかあるいはそれを提供できる。これらの電子デバイスは、オンラインストア１０２を
介してデジタル資産を取得できる。尚、電子デバイス１０６、１０８及び１００の各々は
、有線及び／又は無線でネットワーク１０４に更に接続される。従って、これらのデバイ
スは、ネットワーク１０４を介してオンラインストアサーバ１０２から種々のデジタル資
産を効果的に取得できる。例として、ユーザ（例えば、人、エンティティ、アプリケーシ
ョンプログラム、グループ）は、ネットワーク１０４を介してオンラインストアサーバ１
０２に接続してデジタル資産を購入することでデジタル資産を取得するためにポータブル
コンピュータ１０８を効果的に使用できる。購入後、オンラインストアサーバ１０２は、
ポータブルコンピュータ１０８にデジタル資産をダウンロードすることを容易にできる。
デジタル資産は、オンラインストアサーバ１０２又はデータリポジトリ（例えば、データ
リポジトリサーバ）１１２に格納される。従って、デジタル資産のダウンロードは、ネッ
トワーク１０４又は別のネットワーク（不図示）を介して別のサーバ（例えば、データリ
ポジトリサーバ１１２）により容易にされる。いずれにせよ、デジタル資産の取得及び配
信システム１００は、デジタル資産を取得すること、並びに１つ以上のネットワーク（例
えば、ネットワーク１０４）を介して１つ以上の種々のデバイス（例えば、ポータブル電
子デバイス１０６、ポータブルコンピュータ１０８及び／又はデスクトップコンピュータ
１１０）にデジタル資産を配信することを容易にできる。
【００２１】
　また、デジタル資産の取得及び配信システム１００は、種々の電子デバイスの間で知的
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にデジタル資産の取得及び配信を容易にでき、それにより、１つの電子デバイス（例えば
、ポータブルコンピュータ１０８）により取得されたデジタル資産は、別の電子デバイス
（例えば、電子デバイス１０６）に効果的に配信される。特に、図１に示された実施形態
によると、知的な配信構成要素１２０は、独立した構成要素、オンラインストアサーバ１
０２の一部及び／又は別のエンティティ（例えば、リポジトリサーバ１１２）（不図示）
の一部として提供される。従って、例えば知的な配信構成要素１２０は、当業者により理
解されるようにサーバ又はサーバ構成要素として提供される。知的な配信構成要素１２０
は、取得デバイス（例えば、ポータブルコンピュータ１０８）により又はそれを介してオ
ンラインストアサーバ１０２から取得されているかあるいはすぐに取得されるデジタル資
産が取得デバイス以外の１つ以上の電子デバイス（例えば、電子デバイス１０６及び１１
０）に配信されるかを判定するように動作可能である。本明細書において使用されるよう
に、取得（例えば、購入、レンタル、注文、要求）されたデジタル資産は、取得されてい
るかあるいはすぐに取得されるデジタル資産を示すことができる。
【００２２】
　一般に、取得デバイス及び他の１つ以上の他の電子デバイスは、同一のユーザと関連付
けられる（例えば、所有、操作及び／又はユーザに登録された多数の電子デバイス）。い
ずれにせよ、知的な配信構成要素１２０は、デジタル資産が取得デバイス以外の１つ以上
の電子デバイスに配信されると判定する場合、取得デバイス以外の１つ以上の電子デバイ
スに配信するために取得デバイス資産へのデジタル資産の配信を手配できる。尚、取得デ
バイスに配信された（あるいは配信される）デジタル資産の代わりに又はそれに加え、知
的な配信構成要素１２０は、取得デバイス以外の１つ以上の電子デバイスに配信するため
に同一のデジタル資産又は別のデジタル資産を手配できる。換言すると、配信を手配され
たデジタル資産は、必ずしも取得デバイスにより取得されたデジタル資産と同一でなくて
もよく、あるいはそれに限定されなくてもよい。配信を手配された別のデジタル資産は、
オンラインストアから取得するために更に使用可能であり同様のデジタル資産、異なる形
態のデジタル資産又は異なるバージョンのデジタル資産）であってよい。その結果、デジ
タル資産又は別のデジタル資産は、オンラインストア１０２から取得可能であり、取得デ
バイス以外の１つ以上の電子デバイスに配信可能である。知的な取得デバイス構成要素１
２２は、特に、オンラインストアから入手可能なデジタル資産を１つ以上の電子デバイス
に自動的にダウンロードすることを容易にできることが理解されるだろう。例として、デ
ジタル資産（例えば、曲）がユーザと関連付けられたポータブルコンピュータ１０８を介
してオンラインストアサーバ１０２から取得されている場合、知的な配信構成要素１２０
は、同一のデジタル資産又は同一のユーザと更に関連付けられるポータブル電子デバイス
１０６等の１つ以上の他の電子デバイスの自動ダウンロードを手配できる。
【００２３】
　尚、知的な取得構成要素は、知的な配信構成要素１２０により配信を手配されたデジタ
ル資産の取得を容易にするために電子デバイスに提供される。図１を参照すると、知的な
取得デバイス構成要素１２２は、ポータブル電子デバイス１０６に提供される。以下に更
に詳細に説明されるように、知的な取得構成要素１２２は、特に、知的な取得構成要素１
２２により提供された情報（又はデータ）に基づいて、ポータブル電子デバイス１０６に
種々のデジタル資産を自動的にダウンロードすることを容易にできる。知的な取得デバイ
ス構成要素１２２は、例えばポータブル電子デバイス１０６に対して使用可能にされてい
る１つ以上のデジタル資産をダウンロードするかを判定することを含む更なるタスクを実
行するように更に設定されてもよい。
【００２４】
　例えば、知的な配信構成要素１２０及び知的な取得構成要素１２２がメモリ及び１つあ
るいはプロセッサ又は処理コア（例えば、中央処理装置（ＣＰＵ））を含み且つ／あるい
はそれらによりサポートされたソフトウェアコンポーネント及び／又はハードウェアコン
ポーネントとして提供されることは、当業者により容易に認識されるだろう。
【００２５】
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　図２は、一実施形態に係るオンラインストアから取得するために使用可能なデジタル資
産の配信を容易にする方法２００を示す。例えば方法２００は、図１に示された知的な配
信構成要素１２０により使用可能である。従って、例えば方法２００は、オンラインスト
アサーバ（例えば、オンラインストアサーバ１０２）により使用可能である。図２を参照
すると、ユーザと関連付けられた取得デバイスにより又はそれを介してオンラインストア
から取得されたあるいは取得されるデジタル資産がユーザと関連付けられる１つ以上の電
子デバイス（取得デバイス以外の）に配信されるかが判定される（２０２）。デジタル資
産が取得デバイス以外の１つ以上の電子デバイスに配信されると判定される（２０２）場
合、オンラインストアから取得するために使用可能なデジタル資産及び／又は別のデジタ
ル資産は、ユーザと関連付けられる１つ以上の他の電子デバイス（取得デバイス以外の）
への配信を手配される。デジタル資産が取得デバイス以外の１つ以上の電子デバイスへの
配信を手配された後、方法２００を終了できる。
【００２６】
　図３は、一実施形態に係るオンラインストアから取得するために使用可能なデジタル資
産を取得する方法３００を示す。例えば方法３００は、図１に示された知的な取得構成要
素１２２により使用可能である。従って、方法３００は、オンラインストアから取得する
ために使用可能なデジタル資産を取得するために電子デバイスにより使用可能である。図
３を参照すると、最初に、取得するために使用可能な（あるいは手配される）デジタル資
産の指示が得られているかが判定される（３０２）。一般にデジタル資産は、ユーザと関
連付けられたデバイスにより使用可能である。
【００２７】
　尚、指示は、デジタル資産（又は同様のデジタル資産）が同一のユーザと関連付けられ
た別のデバイスを介してオンラインストアから取得されたあるいは取得されようとしてい
る結果として得られる。換言すると、指示は、デジタル資産が電子デバイス以外のデバイ
スによりオンラインストアから取得されているかあるいは取得される場合に電子デバイス
に提供される。指示が受信されていると判定される（３０２）場合、別の電子デバイスが
取得した結果使用可能になったデジタル資産を取得するかを判定できる（３０４）。デジ
タル資産が取得されないデジタル資産であると判定される（３０４）場合、方法３００を
終了できる。しかし、方法３００が終了する前にデジタル資産を取得すると判定される（
３０４）場合、デジタル資産を取得できる（３０６）。
【００２８】
　上述したように、知的な配信構成要素及び知的な取得構成要素は、特に、オンラインス
トアから入手可能なデジタル資産を１つ以上のデバイスに自動的にダウンロードすること
を容易にできる。更に補足説明するために、図４は、一実施形態に係る自動ダウンロード
配信構成要素４００を示す。例えば、自動ダウンロード配信システム４００の１つ以上の
構成要素は、オンラインストアから入手可能なデジタル資産の自動ダウンロードを容易に
するために、図１に示された知的な配信構成要素１２０により提供される。従って、例え
ば自動ダウンロード配信構成要素４００は、サーバデバイス（例えば、オンラインストア
サーバ）により又はそれに対して提供される。
【００２９】
　図４を参照すると、自動ダウンロード配信構成要素４００は、１つ以上の自動ダウンロ
ードパラメータの設定及び１つ以上のユーザインタフェース（ＵＩ）構成要素（例えば、
ダイアログウィンドウ、設定ウィンドウ）の生成を容易にするように動作可能な自動ダウ
ンロード設定、並びにＵＩジェネレータ及び／又はマネージャ（設定マネージャ）４０２
を提供できる。特に、設定マネージャ４０２は、自動ダウンロードオプションのために、
電子デバイス種々のＵＩ構成要素を判定及び送出できる。設定マネージャ４０２は、その
特定の電子デバイスに適していると仮定されるような電子デバイスに対するＵＩ構成要素
をカスタマイズ又は判定できる。例として、電子デバイスがアプリケーションを実行する
機能又は電子書籍を使用する機能を有さない（例えば、電子書籍を提示するブック読み出
し／提示アプリケーションを有さない）場合、設定マネージャ４０２は、オプションとし
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てアプリケーション又は電子書籍を一覧表示しないが、デバイスへの自動ダウンロードの
ために選択可能なオプションとして他の種別のデジタル資産（例えば、ミュージック、映
画）を一覧表示するＵＩ構成要素を提供してもよい。選択されたデジタル資産は、ユーザ
と更に関連付けられた別のデバイスによりオンラインストアから取得（例えば、購入）さ
れる場合、選択された自動ダウンロードオプションに基づいて電子デバイスに自動的にダ
ウンロード可能である。ユーザは、事前に提供された自動ダウンロードオプションを有し
てよい。
【００３０】
　電子デバイスに対して生成されたＵＩ構成要素は、デバイス通信構成要素４０４又は他
の機構により電子デバイスに送出可能である。いずれにせよ、ＵＩ構成要素を受信する電
子デバイスのユーザは、ＵＩ構成要素と対話し且つ処理のためにオプションを設定マネー
ジャ４０２に再送できるようにすることにより、多数の自動ダウンロードオプションを効
果的に提供できる。ユーザにより提供されたオプションを含むデータは、例えば、種々の
デバイス及び／又はそのようなデバイスと関連付けられたユーザに対して手配された自動
ダウンロードデータの一部として自動ダウンロードデータ記憶装置４０６に格納される。
自動ダウンロードデータ記憶装置２０６は、オンラインストアの各ユーザにより登録され
た多数のデバイス（例えば、ユーザによりアカウントに登録されたデバイス）を示すユー
ザ登録データ及びデバイスを含む他の情報を格納するために使用可能である。
【００３１】
　尚、自動ダウンロードマネージャ４０８は、効果的に、ダウンロード処理を管理し且つ
図４に示された他の種々の構成要素の動作を連係できる。従って、例えば自動ダウンロー
ドマネージャ４０８は、例えば自動ダウンロード設定ＵＩの生成を要求し、且つ自動ダウ
ンロードデータ記憶装置２０６からのデータを格納し且つ得るために、設定マネージャ４
０２と対話できる。一般にダウンロード動作は、自動ダウンロード検出構成要素４１０に
よる事象又は動作の検出に基づいて開始される。例として、自動ダウンロード検出構成要
素４１０は、デジタル資産がユーザと関連付けられた電子デバイスを介して購入されてい
るかあるいは購入されることを検出できる。例において、これがユーザにより行われた最
初の購入及び／又は電子デバイスを介して行われた最初の購入である場合、設定マネージ
ャ４０２は、資産を購入するために使用された電子デバイス及び／又はユーザと関連付け
られる多数の他の電子デバイスに表示される初期のＵＩ構成要素を生成するように起動さ
れる。例えば初期のＵＩ構成要素は、自動ダウンロードオプションの可用性をユーザに通
知し、且つより多くの情報、並びに／あるいは単一のデバイス及び／又は別個にユーザと
関連付けられた各デバイスに設定ユーザインタフェースにより提供される要求をユーザが
要求できるようにするダイアログウィンドウであってよい。例示的な一実施形態によると
、自動ダウンロード設定ＵＩは、電子デバイスに「プッシュ」可能であり、その結果自動
ダウンロード配信構成要素４００により適切であると判定又は仮定された時間に表示可能
である。
【００３２】
　一般に、ユーザにより自動ダウンロードオプションが提供された後、１つ以上のデジタ
ル資産は、デジタル資産を取得するために使用された電子デバイス以外の１つ以上の電子
デバイスへの自動配信を手配される。例として、取得デバイスを介してオンラインストア
からデジタル資産を購入することが自動ダウンロード検出構成要素４１０により検出され
る場合、自動ダウンロードマネージャ４０８は、デバイス、ユーザ登録データ及び自動ダ
ウンロードデータ記憶装置４０６に格納された自動ダウンロード設定データに少なくとも
部分的に基づいて、デジタル資産及び／又は別のデジタル資産（例えば、同様のデジタル
資産、更なるボーナス資産）がユーザに登録された取得デバイス以外の１つ以上の電子デ
バイスに自動的にダウンロードされるかを判定できる。そうである場合、コンテンツ選択
／判定構成要素４１４は、１つ以上の基準（例えば、デバイス機能、ネットワークパラメ
ータ）に基づいて自動的にダウンロードされるコンテンツを判定及び／又は選択できる。
その結果、例えば、登録された１つのデバイスを使用することでオンラインストアからユ
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ーザにより購入されたデジタル資産（例えば、曲）は、同一のユーザに更に登録された別
のデバイスへの自動ダウンロードを手配されてもよい。第２のデバイスがユーザに登録さ
れた１つ以上の他のデバイスにより購入された曲の自動ダウンロードを受信することをユ
ーザが効果的に許可しているかあるいは可能にしている場合、例えば自動ダウンロードが
行われてもよい。
【００３３】
　上述したように、ダウンロード動作は、自動ダウンロード検出構成要素４１０による事
象又は動作の検出に基づいて開始される。尚、例えばダウンロード検出構成要素４１０は
、オンラインストア及び／又は別のエンティティからの事象の指示を受信できる。また、
デジタル資産の自動ダウンロードは、例えば配信のためにデジタル資産をキューに配置で
きるダウンロード簡易化構成要素４１２により容易にされる。キューは、自動ダウンロー
ド記憶装置４０６に格納される。
【００３４】
　デジタル資産のダウンロードを安全に容易にするために自動ダウンロードトークンが更
に使用されてもよいことは、当業者により更に理解されるだろう。従って、例えば自動ダ
ウンロードトークンは、ダウンロード簡易化構成要素４１２により生成され且つ電子デバ
イスに効果的に提供される。自動ダウンロードトークンは、電子デバイスにより再送され
、ダウンロード簡易化構成要素４１２により有効なトークンとして認識される。自動ダウ
ンロードトークンは、限られた時間又は限られた数の自動ダウンロードに対して有効であ
ってもよい。
【００３５】
　更に補足説明するために、図５は、一実施形態に係る自動取得構成要素５００を示す。
例えば、自動ダウンロード配信システム５００の１つ以上の構成要素は、デジタル資産の
自動ダウンロードを容易にするために図１に示された知的な取得構成要素１２２により提
供される。従って、例えば自動取得構成要素５００は、電子デバイスにより又は電子デバ
イスに対して提供される。
【００３６】
　図５を参照すると、ダウンロード取得マネージャ５０２は、効果的に自動取得構成要素
５００の多数の他の構成要素を管理し且つ自動ダウンロードに関連した動作、動作及び／
又は事象を連係できる。一般に、デジタル資産の自動ダウンロードに関連した指示又は通
知は、自動取得構成要素５００の１つ以上の構成要素により得られる。一般に、指示又は
通知は、自動配信構成要素（例えば、図４に示された自動配信ダウンロード構成要素４０
０）により直接又は間接的に送出される。例えば指示は、自動ダウンロードオプションの
可用性に関する通知であってよく、あるいはユーザに対して表示されるデジタル資産の自
動ダウンロードに関連する特定のＵＩであってもよい。一般に、自動ダウンロード設定及
びＵＩ構成要素５０４は、ダウンロード設定を設定すること及びユーザとのインタフェー
ス接続に関連した動作を実行できる。従って、例えば、自動ダウンロード設定及びＵＩ構
成要素５０４は、デジタル資産の自動ダウンロードに関連する特定のダイアログ又はユー
ザ設定ウィンドウを表示させるように動作可能である。自動ダウンロード設定及びＵＩ構
成要素５０２は、表示されるＵＩ構成要素を判定するように動作可能である。しかし、オ
ンラインストアと関連付けられたサーバ構成要素（例えば、自動ダウンロード設定マネー
ジャ４０２）は、ユーザに対して提示されるＵＩ及びオプションをいつ表示するかを含む
ユーザインタフェースの少なくともいくつかの態様を制御できることが望ましいだろう。
これにより、多くの電子デバイスを変更するのではなく、中央エンティティを介してより
効率的且つ容易に変更を加えることができてもよい。いずれにせよ、ダウンロード通知は
、少なくとも最初は自動ダウンロード通知構成要素５０６により受信及び処理される。従
って、ダウンロードに対するデジタル資産の可用性に対する指示の結果、自動取得構成要
素５００によりデジタル資産を自動的にダウンロードできる。更に詳細には、ダウンロー
ド簡易化構成要素５０８は、例えばオンラインストアと関連付けられたサーバから受信し
たユニバーサルリソースロケータ（ＵＲＬ）に基づいてデジタル資産の自動ダウンロード
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を容易にできる。一般にＵＲＬは、識別されたリソースが使用可能である場所及びそれを
検索する機構を特定できる。従って、ＵＲＬは、自動ダウンロード及び／又はデジタル資
産の自動ダウンロードを効果的に取り消すことを容易にするために使用可能な例示的な１
つの機構である。
【００３７】
　尚、ダウンロード検証構成要素５１０は、ダウンロード簡易化構成要素５１２が使用可
能な資産のダウンロードを促すことを許可する前に資産をダウンロードするか否かを判定
できる。一般にダウンロード検証構成要素５１０は、ダウンロードが特定のユーザ又はデ
バイスに対して適切であるかあるいは望ましいかを判定できる。従って、例えばダウンロ
ード検証構成要素５１０は、自動ダウンロードのために効果的にデジタル資産を使用可能
にさせた取得デバイスのユーザにデバイスが現在登録されているか、ダウンロードされる
ために使用可能なデジタル資産が既にデバイスに格納されているか、デジタル資産がデバ
イスによりサポートされるか、あるいはユーザの基本設定を示してもよい電子デバイスの
自動ダウンロード設定がダウンロードを許可するか等を判定できる。従って、ダウンロー
ド取得マネージャ５０２は、ダウンロード設定データを電子デバイスにローカルに格納す
ること、あるいはサーバ及び／又は信頼できる構成要素から自動ダウンロード設定を得る
ことを更に容易にできる。いずれにせよ、自動ダウンロード設定データは、デジタル資産
をダウンロードするか否かを判定するためにダウンロード検証構成要素５１０により使用
されてもよい。また、ダウンロードの取り消し（キャンセル）及び後処理構成要素５１２
は、効果的に、自動ダウンロードを取り消し、且つ（i）自動的にダウンロードされてい
る資産の削除及び（ii）自動的にダウンロードされている資産（例えば、アプリケーショ
ン）のインストールを含むダウンロード後の動作を実行できる。例えば、実行されるよう
に予定された又は実行される処理中の自動ダウンロードは、ＵＩを介して提供されたユー
ザ入力に基づいて取り消される。自動的にダウンロードされた又は自動的にダウンロード
されるデジタル資産は、取り消され且つ／あるいは削除される。例えば、サーバにより提
供されたＵＲＬに基づいて、ＵＲＬは、デジタル資産の配信が取り消されていることをサ
ーバに通知するために使用可能である。デジタル資産のダウンロードを促進するために自
動ダウンロードトークンが更に使用されてもよいことは、当業者により更に理解されるだ
ろう。例えば自動ダウンロードトークンは、使用可能なダウンロード又は要求側ダウンロ
ードの通知中にダウンロード取得マネージャ５０２とサーバとの間で相互に渡される。
【００３８】
　図６は、別の例示的な実施形態に係るデジタル資産の自動ダウンロードを容易にする方
法６００を示す。例えば方法６００は、図４に示された自動ダウンロード配信構成要素４
００により使用可能である。従って、例えば方法６００は、サーバ又は１つ以上のサーバ
構成要素により実行される。
【００３９】
　図６を参照すると、最初に、デジタル資産がユーザに登録された取得デバイスを介して
オンラインストアから購入されているかが判定される（６０２）。デジタル資産がユーザ
に登録された取得デバイスを介してオンラインストアから購入されていると判定される（
６０２）場合、同一のユーザに更に登録された少なくとも１つの他の電子デバイスがある
かが判定される（６０４）。他の要求されたデバイスを要求されたデバイスと呼んでよい
。他の電子デバイスがユーザに登録されていないと判定される（６０４）場合、方法６０
０は、デジタル資産がユーザに登録された取得デバイスを介してオンラインストアから購
入されているという判定（６０２）を効果的に待つことができる。しかし、取得デバイス
以外の少なくとも１つの電子デバイスが同一のユーザに登録されていると判定される（６
０４）場合、デジタル資産（例えば、デジタルコンテンツ）をユーザに登録された取得デ
バイス及び／又は少なくとも１つの他の電子デバイスに提供するかを判定できる（６０６
）。その結果、指示、設定及び／又は種々のユーザインタフェースを含むコンテンツをユ
ーザに登録された取得デバイス及び／又は少なくとも１つの他の電子デバイスに効果的に
配信できる（６０８）。一実施形態において、自動ダウンロードを容易にすることについ
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てのユーザの関心を引くために提供する（例えば、取得デバイスを介して）ことが望まし
いだろう。また、ユーザが自動ダウンロード機能に関心がある場合、自動ダウンロードト
ークンは、ユーザに登録された取得デバイス及び／又は少なくとも１つの他の電子デバイ
スに提供される。
【００４０】
　その後、自動ダウンロード設定データが必要とされるかを判定できる（６１０）。例え
ば自動ダウンロード設定データは、自動的にダウンロードすることに対するユーザの基本
設定を表すことができる。ダウンロード設定データは、ユーザに登録されている種々のデ
バイスに対する特定の種別のデジタル資産であってよい。尚、図６には示されないが、ユ
ーザの認証は設定処理中に更に実行される。いずれにせよ、設定データが必要とされると
判定される（６１０）場合、方法５００は、データが受信されるのを効果的に待つことが
できる（６１２）。
【００４１】
　その後又は設定データが使用可能であるために受信される必要がないと判定される（６
１０）場合、ダウンロード設定データが得られ（６１４）、ユーザに登録されている取得
デバイス以外の１つ以上の電子デバイスに配信するために取得デバイスにより取得された
デジタル資産を手配する必要があるかを判定できる（６１６）。ダウンロード設定データ
に基づいてデジタル資産が取得デバイス以外の少なくとも１つの電子デバイスに配信され
るかが判定される（６１６）場合、デジタル資産は、取得デバイス以外の少なくとも１つ
の電子デバイスへの自動ダウンロードを手配される（６１８）。例えば、配信のためにデ
ジタル資産を手配すること（６１８）は、特定の電子デバイスに配信されるのに適した種
別、バージョン及び／又は形態を判定すること、プッシュ通知を電子デバイスに送出する
こと、適切な時間（例えば、１つ以上のネットワーク条件を満たす時）に配信するために
適切なデジタル資産を配信キューに格納すること、並びに／あるいは特定のユーザ及び／
又はデバイスに対する自動ダウンロードデータを記録することを含むことができる。オプ
ションとして、デジタル資産が配信の手配をされた後、更なる動作を実行できる（６１８
）。
【００４２】
　デジタル資産が配信の手配をされた後（６１８）、方法５００は、ダウンロードが開始
されるか、あるいはダウンロードが開始される前に自動ダウンロードが取り消されるか（
６２２）を判定できる（６２０）。従って、自動ダウンロードは、開始される前に取り消
される（６２４）。自動ダウンロードが開始されると判定される（６２０）場合、デジタ
ル資産の自動ダウンロードは促進される（６２６）。例えば自動ダウンロードは、電子デ
バイスがそれを開始し且つ／あるいは１つ以上の配信条件を満たす（例えば、ネットワー
クの種別又は帯域幅がダウンロードに適している）場合に開始される。尚、ダウンロード
が促された（６２６）後にそれを取り消すと判定される（６２８）。また、方法６００を
終了するかを判定できる（６３０）。手配された自動ダウンロードが完了又は取り消され
た後、あるいは判定された時間の長さが経過した後、例えば方法６００を終了できる。
【００４３】
　図７は、更に別の例示的な実施形態に係るデジタル資産の自動ダウンロードを容易にす
る方法７００を示す。例えば方法７００は、図５に示された自動取得構成要素５００によ
り使用可能である。従って、例えば方法６００は、オンラインサーバから購入可能なデジ
タル資産の自動ダウンロードを容易にするために電子デバイスにより実行される。
【００４４】
　図７を参照すると、最初に、自動ダウンロード機能に関連する指示（例えば、サーバに
より購入されたコンテンツ）が受信されているかが判定される（７０２）。実質的に、方
法７００は指示を受信するのを待つことができる。例えば指示は、ダウンロードのための
設定オプション、ＵＩ又は１つ以上のデジタル資産の可用性であってよい。従って、指示
が受信されていると判定される（７０２）場合、指示及び／又は指示と関連付けられたデ
ータを処理するかを判定できる（７０４）。例として、ＵＩ又は設定メニューは、表示さ
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れ且つ／あるいは場合によっては格納される。一般に、指示と関連付けられたデータを処
理すると判定される（７０４）場合、データは処理され且つ場合によっては格納される（
７０６）。
【００４５】
　その後、指示がダウンロードに対するデジタル資産の可用性と関連付けられるかを判定
できる（７０８）。指示がダウンロードに対するデジタル資産の可用性と関連付けられな
いと判定される（７０８）場合、受信された指示又は場合によってはデジタル資産の自動
ダウンロードに関連した他のデータに関する通知又は確認応答を送出するかを判定できる
（７１０）。従って、方法７００が終了する前にデータを送出できる（７１２）。しかし
、指示がダウンロードに対するデジタル資産の可用性と関連付けられると判定される（７
０８）場合、指示の有効性が検証される（７１４）。例として、自動ダウンロードのため
に使用可能なデジタル資産が電子デバイスによりサポートされるかを判定できる（７１４
）。ダウンロードされるデジタル資産の有効性が正常に検証されないと判定される（７１
４）場合、指示に関する通知又は他のデータを送出するかを判定できる（７１０）。従っ
て、方法７００が終了する前に自動ダウンロード、取り消し要求及び／又は他のデータの
無効に関する通知を送出できる（７１２）。
【００４６】
　一方、ダウンロードの有効性が正常に検証される（７１４）場合、デジタル資産のダウ
ンロードを開始するかを判定できる（７１６）。従って、デジタル資産のダウンロードを
開始できる（７１８）。しかし、ダウンロードを取り消すと判定される（７２０）場合、
ダウンロードは、開始された（７１８）後に取り消される（７２２）。ダウンロードが取
り消された（７２２）後又はダウンロードが完了したと判定される（７２４）と、後処理
（又はダウンロード後処理）を実行すると判定される（７２６）。従って、１つ以上の後
処理動作を実行できる（７２８）。例えば、ダウンロードされているデジタル資産は、イ
ンストールされるか、ライブラリに追加されるかあるいは削除される。後処理（７２８）
が実行された後、あるいは後処理を実行しないと判定される（７２６）場合には後処理を
実行せずに方法７００を終了できる。
【００４７】
　上述したように、カスタマイズされた方法で自動ダウンロード設定データ（例えば、メ
ニュー、ダイアログ、ウィンドウ）を作成及び提供できる。更に補足説明するために、図
８は、一実施形態に係る自動ダウンロード設定ジェネレータ８００を示す。自動ダウンロ
ード設定ジェネレータ８００は、オンラインストアと関連付けられたサーバ及び／又はサ
ーバデバイスからデジタル資産を取得するように動作可能な電子デバイスにより少なくと
も部分的に提供される。図８を参照すると、種々の電子デバイス８０２はユーザ８０４と
関連付けられる。異なる種別であるかあるいは異なる機能を有してよいデバイス８０４ｃ
及び８０４ｄ（例えば、ラップトップコンピュータ及びディスプレイを有さないポータブ
ルメディアプレーヤ）とは対照的に、例えばデバイス８０２ａ及び８０２ｂは、同一の種
別であってもよい（例えば、２つのスマートフォン、メディア再生可能な２つのデバイス
）。いずれにせよ、種々のデジタル資産８０６は、デバイス８０２にアクセス可能なオン
ラインストアから購入可能である。更にデジタル資産（例えば、ビデオ、画像、アプリケ
ーションプログラム等）は、特定のデバイスによりサポートされた特定の形式又はバージ
ョンを有してもよい。例として、メディア資産８０６ａは、デバイス８０２ａにより現在
サポートされていてもよいが、デバイス８０２ｂにより現在サポートされていなくてもよ
い。いずれにせよ、自動ダウンロード設定ジェネレータ８００は、デジタル資産及びデバ
イスの種別を考慮し、且つ各デバイス８０２に対してより適切な自動設定ユーザインタフ
ェース８０８（例えば、８０８ａ及び８０８ｂ）を生成できる。尚、自動ダウンロード設
定ジェネレータ８００は、自動ダウンロード設定ＵＩを生成する際にユーザ入力及び／又
は基本設定８１０、並びに他の基準８１２（例えば、ネットワークの種別、接続性及び／
又は帯域幅）を更に考慮してよい。一般に、相対的に多数の可能な自動ダウンロードパラ
メータ又はオプションが使用可能にされる。しかし、自動ダウンロード設定ジェネレータ
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８００は、例えばデバイス８０２ａに対してより適切な自動ダウンロード設定ユーザイン
タフェース８０８ａ（例えば、設定ウィンドウ）又はデバイス２に対してより適切なダウ
ンロード設定ユーザインタフェース８０８ｂ（例えば、設定ウィンドウ）を作成するため
に特定のデバイスに対して適用可能でなくてもあるいは望ましくなくてもよい多数の可能
な自動ダウンロードパラメータ又はオプションを効果的に削除できる。
【００４８】
　更に補足説明するために、図９は、種々の電子デバイスに表示するのに適したウィンド
ウ９００の形式の例示的な自動設定ＵＩを示す。図９を参照すると、有料で購入された（
又は無料で取得された）資産に対する自動ダウンロードオプション（又はスイッチ）がウ
ィンドウ９００に提供される。尚、ウィンドウ９００の自動ダウンロードオプションは、
特定の電子デバイスに適用可能であってもよい資産の種別に基づいて提供される。従って
、「ミュージック」、「Ａｐｐｓ」及び「ブック」は、ウィンドウ９００における選択可
能なオプションとしてユーザに提示される。しかし、例えば電子デバイスが「Ａｐｐｓ」
又は「ブック」を使用する能力を有さない場合、「ミュージック」オプションのみがその
電子デバイスに対して表示されてもよい。あるいは、該当する場合には、より多くのメデ
ィアの種別（例えば、映画）が選択可能なオプションとして無効にされてもよい。図９を
参照すると、ネットワーク自動ダウンロードオプションは、セルラネットワークを介して
自動ダウンロードが行われるべきであるかを効果的にユーザが選択できるように選択可能
なオプション（「セルラ」）（データ転送料金を有してもよい）として更に提供される。
選択可能なオプションが「オフ」に設定される場合、自動ダウンロードは、電子デバイス
がＷｉ－ＦＩ接続に接続される場合にのみ行われる。尚、選択された自動ダウンロードオ
プションはオンラインストアサーバに提供される。そうする際、ユーザは、電子デバイス
に関連する選択された自動ダウンロードオプションを効果的に登録又は提供するために特
定のデバイスを介してユーザアカウントにサインインすることを要求されてもよい。従っ
て、オンラインストアサーバは、登録された種々の電子デバイス及びそれらのそれぞれの
自動ダウンロードオプションを追跡できてもよい。
【００４９】
　一般に、ユーザと関連付けられた第１の電子デバイスを使用してオンラインストアから
購入することにより（有料又は無料で）デジタル資産及び特にメディア資産が取得される
場合、オンラインストアサーバは、選択された自動ダウンロードに対して適切な設定でユ
ーザに登録された全ての電子デバイスに対して配信するためにデジタル資産をキューに効
果的に配置できる。しかし、自動ダウンロードのためにユーザが登録できる電子デバイス
の数は制限されてもよく、あるいは判定された数の登録されたデバイスを超えて更なるコ
ストが課されてもよい。いずれにせよ、オンラインストアサーバは、自動ダウンロードを
受信するように選択された各デバイスにプッシュ通知を送出できる。プッシュ通知は、明
示的なユーザ入力、フィードバック又は命令を必要とせずにその配信キューを明白にチェ
ックするように受信側電子デバイスに命令できる。従って、ユーザに登録された１つ以上
の電子デバイス（場合によってはユーザに登録された全てのデバイス）は、それぞれの配
信（購入又は取得）キューをチェックし、且つバックグラウンド処理を介して及び特に電
子デバイスを使用するユーザの観点から１つ以上のデジタル資産をダウンロードできる。
種々の規則は規定され、自動ダウンロードのオプション又は機能に効果的に適用される。
例えば、自動ダウンロードの優先順位がユーザにより明示的に要求されるダウンロードよ
り低くなるか、デジタル資産の重複が回避されるか、手配されたダウンロードが取り消さ
れるか、あるいは自動的にダウンロードされたデジタル資産が削除されるか等である。
【００５０】
　上述したように、自動ダウンロード設定は、有効又は無効にされる１つ以上の選択可能
なオプション又はスイッチとして提示される。自動ダウンロードを許可する選択可能なオ
プション及びスイッチは、自動ダウンロードを許可しないように最初に（又はデフォルト
オプションとして）オフにされてもよい。また、システムは、アカウントのサインアウト
により自動ダウンロードオプションがオフになるように設定されるか、あるいはオプショ
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ンは、所定の期間の後に自動的にオフになり、自動ダウンロードオプションを再度オンに
するために再度ログ記録することをユーザに要求してもよい。
【００５１】
　また、ディスク容量及びデジタル資産のサイズを含む現在のシステム機能は、例えば所
定のサイズ（例えば、１０メガバイト（ＭＢ）、３ギガバイト（ＧＢ））を超えるデジタ
ル資産が自動的にダウンロードされなくてもよく且つ／あるいは使用可能な所定の量の空
き容量（例えば、１００ＧＢ）が電子デバイスにある場合にのみデジタル資産をダウンロ
ードできるように資産を自動的にダウンロードするかを判定する際に考慮される。また、
パレンタルコントロール、ブロックされた項目又は情報源を含む種々の制約は、デジタル
資産を特定のデバイスに自動的にダウンロードするかを判定する際に考慮される。その上
更に、システムは、有効にされた自動ダウンロードオプションを無効にする結果、自動ダ
ウンロードのためにキューに入れられたデジタル資産を即座に削除できるように設定され
る。電子デバイスがダウンロード中に切断したかあるいはより優先順位の高い動作に携わ
った結果、中断された自動ダウンロードを再開することを含む他の機能が設定されてもよ
い。相対的に長い時間（例えば、６カ月）にわたりオフにされていた電子デバイスは、電
子デバイスに対してキューに入れられていたデジタル資産を自動的にダウンロードするこ
とを許可される。しかし、自動ダウンロードに対して資産を使用可能にする時間制限も効
果的に課される（例えば、全ての資産に対して６カ月、相対的に大きな資産に対して１カ
月）。また、新バージョン又は改訂バージョンの資産は、ダウンロードが行われる時間に
使用可能である場合に効果的に自動ダウンロードされる。換言すると、より古いバージョ
ンの資産は、新バージョン又は改訂バージョンをダウンロードできるように自動ダウンロ
ードに対する配信キューにおいて置換されてもよい。有益なダイアログ又は発見ダイアロ
グは、自動ダウンロード機能の可用性をユーザに通知するために電子デバイスが購入され
るとすぐ提示される。別のオプションの機能として、自動的にダウンロードされる資産を
明示的に購入しても資産を２回ダウンロードすることにはならない。
【００５２】
　一般に、オンラインストアサーバが自動ダウンロードのいくつかの態様を制御できるか
あるいはユーザより制御できるように設定することがより望ましいだろう。例えばオンラ
インストアサーバは、特定のデバイスによりサポートされない資産の自動ダウンロードを
決して許可しないと確定できる。一例として、ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）デバイスは、ｉ
Ｐａｄ（登録商標）のアプリケーションを受信することを効果的に回避されてもよい。別
の例として、オンラインストアサーバは、ダイアログ及び設定ウィンドウを含む種々のユ
ーザインタフェースが表示されるべき時を判定できる。更にオンラインストアサーバは、
オンラインストアサーバと対話する多くの電子デバイスを変更する必要なく今後の変更を
実現できるように設定オプションの内容及び形式を判定できる。
【００５３】
　また、デバイス又はその設定に対する変化の結果、自動ダウンロードされた設定のオプ
ション及び挙動が変化する可能性がある。例として、電子デバイスに対する変化のために
特定の種別（又は形態）のデジタル資産（例えば、ブック）がデバイスに対して実行可能
でない（あるいはデバイスによりサポートされない）（例えば、ブック読み出し／提示ア
プリケーションがアンインストールされている）場合、デジタル資産の種別（例えば、ブ
ック）は、デバイスに自動的にダウンロードされず、デバイスに対する設定ウィンドウは
、デジタル資産の種別がデバイスに対して実行可能でない（あるいはデバイスによりサポ
ートされない）限り、ダウンロードのためのオプションとしてデジタル資産の種別を示さ
ない。あるいは、ユーザインタフェースは、ブック読み出しアプリケーションのダウンロ
ードを提案又は補助するために使用可能である。
【００５４】
　上記を考慮すると、例えば、１つ以上の実施形態に従って提供された電子デバイスは、
コンピューティングデバイス（例えば、パーソナルコンピュータ）、移動電話（例えば、
携帯電話）、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、メディアプレーヤ（例えば、



(16) JP 5721867 B2 2015.5.20

10

20

30

40

50

ミュージック、ビデオ、ゲーム、画像）、メディア記憶装置及び／又はカメラ等であって
よいことが容易に認識されるだろう。更に電子デバイスは、２つ以上のこれらのデバイス
の機能性を単一のデバイスに統合する多機能デバイスであってもよい。ポータブル電子デ
バイスは、種々のネットワーク通信をサポートしてもよい。
【００５５】
　ポータブル電子デバイスは、ハンドヘルド電子デバイスとして提供される。ハンドヘル
ドという用語は、一般に、快適に片手で保持するのに十分に小さいフォームファクタを有
する電子デバイスを示してよい。ハンドヘルド電子デバイスは、片手操作又は両手操作向
けであってもよい。片手操作において、単一の手は、使用中にデバイスを支えること及び
ユーザインタフェースによる動作を実行することの双方のために使用される。両手操作に
おいて、一方の手は、他方の手が使用中にユーザインタフェースによる動作を実行してい
る間にデバイスを支えるために使用されるか、あるいは両手は、使用中にデバイスを支え
且つ動作を実行する。場合によっては、ハンドヘルド電子デバイスは、ユーザのポケット
に入れるための大きさに作られる。ポケットサイズであることにより、ユーザは、デバイ
スを直接携行する必要がないため、自身が移動するほぼ全ての場所にデバイスを携帯でき
る（例えばユーザは、大きくてかさばり且つ多くの場合重いデバイスを携行することによ
り制限されない）。
【００５６】
　例えば、デジタルメディア資産（例えば、デジタルメディア項目）は、ビデオ項目（例
えば、ビデオファイル又は映画）、オーディオ項目（例えば、曲、ミュージックアルバム
、ポッドキャスト又はオーディオブック等のオーディオファイル又はオーディトラック）
、あるいは画像項目（例えば、写真）であってよい。更にデジタルメディア資産は、テキ
ストファイル又はマルチメディアファイルを含んでよく、あるいはそれにより補われてよ
い。
【００５７】
　デジタル資産の配信に関する詳しい情報は、２００７年９月４日に出願された米国特許
出願第１１／８４９，７１１号公報「Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｅｔ　Ｄｅｌｉｖｅｒｙ　
ｔｏ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」で提供され、その内容は参考として本明細
書に取り入れられている。対応する米国特許出願公開第２００９／００６３３０１Ａ１号
明細書も内容が参考として本明細書に取り入れられる。
【００５８】
　上述した本発明の種々の態様、特徴、実施形態又は実現例は、単独で又は種々の組合せ
で使用可能である。
【００５９】
　本発明は、ソフトウェア、ハードウェア又はハードウェアとソフトウェアとの組合せに
より実現されることが好ましい。本発明は、コンピュータ可読媒体のコンピュータ可読コ
ードとしても具体化される。コンピュータ可読媒体は、その後コンピュータシステムによ
り読み出し可能なデータを格納できるあらゆるデータ記憶装置である。一般にコンピュー
タ可読媒体の例には、読み出し専用メモリ及びランダムアクセスメモリが含まれる。コン
ピュータ可読媒体のより具体的な例は有形物であり、それには、フラッシュメモリ、ＥＥ
ＰＲＯＭメモリ、メモリカード、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、ハードドライブ、磁気テープ及
び光データ記憶装置が含まれる。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ可読コードが分
散的に格納及び実行されるようにネットワークに結合されたコンピュータシステムにわた
り更に分散される。
【００６０】
　本発明の種々の実施形態の利点は数多くある。種々の態様、実施形態又は実現例は、以
下の利点のうちの１つ以上をもたらしてもよいが、必ずしもその必要はない。少なくとも
いくつかの実施形態の１つの利点は、初期設定を超えるユーザ参加を必要とせずに、１つ
のデバイスにより取得されたデジタル資産（例えば、メディア項目）を他の電子デバイス
に自動的に配信できることである。別の利点少なくともいくつかの実施形態は、デジタル
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資産を適切な電子デバイスに自動的に配信できることである。更に別の利点少なくともい
くつかの実施形態は、ユーザ設定が容易に設定及び対処されることである。更に別の利点
少なくともいくつかの実施形態は、デバイス機能、ユーザプロファイル及び／又はユーザ
設定を含む種々の基準を考慮してカスタマイズされたユーザインタフェースが提供される
ことである。
【００６１】
　本発明の多くの特徴及び利点は記載された説明から明らかである。また、多くの変形及
び変更を当業者が容易に考案するため、本発明は、例示され且つ説明されたような厳密な
設定及び動作に限定されるべきではない。従って、全ての適切な変形及び等価物は、本発
明の範囲内のものとして用いられてもよい。

【図１】 【図２】



(18) JP 5721867 B2 2015.5.20

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(19) JP 5721867 B2 2015.5.20

【図７】 【図８】



(20) JP 5721867 B2 2015.5.20

【図９】



(21) JP 5721867 B2 2015.5.20

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100134175
            弁理士　永川　行光
(72)発明者  チャン，　クリストファー　ビー．
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９５０１４，　クパチーノ，　エムエス　３９－３ピーディ
            ー，　インフィニット　ループ　１，　アップル　インコーポレイテッド内
(72)発明者  ケリー，　ショーン　ビー．
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９５０１４，　クパチーノ，　エムエス　３０２－１エヌエ
            ス，　インフィニット　ループ　１，　アップル　インコーポレイテッド内
(72)発明者  マニカム，　オラガッパン
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９５０１４，　クパチーノ，　エムエス　３９－２アイディ
            ー，　インフィニット　ループ　１，　アップル　インコーポレイテッド内
(72)発明者  アルシナ，　トーマス
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９５０１４，　クパチーノ，　エムエス　３０２－１エヌエ
            ス，　インフィニット　ループ　１，　アップル　インコーポレイテッド内
(72)発明者  ミラシディ，　パヤム
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９５０１４，　クパチーノ，　エムエス　３９－３ピーディ
            ー，　インフィニット　ループ　１，　アップル　インコーポレイテッド内
(72)発明者  チュ，　マイケル　クオハオ
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９５０１４，　クパチーノ，　エムエス　３９－３ピーディ
            ー，　インフィニット　ループ　１，　アップル　インコーポレイテッド内
(72)発明者  ラファーティー，　ケビン　アール．
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９５０１４，　クパチーノ，　エムエス　３９－３ピーディ
            ー，　インフィニット　ループ　１，　アップル　インコーポレイテッド内

    審査官  梅岡　信幸

(56)参考文献  特表２０１１－５０５６０４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－００５３６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              トリプルプレイ時代のＱｏＳ制御，ＮＥＴＷＯＲＫ  ＷＯＲＬＤ  第１２巻  第１０号，日本，
              （株）ＩＤＧジャパン，２００７年１０月　１日，第12巻

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｑ　　１０／００－５０／３４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

